
 

 

 

 

 

 

 

石川県立能楽堂開館五十周年記念式典の開催について 

 

石川県立能楽堂が開館五十周年を迎えるにあたり、これまで県立能楽堂の振興・発

展に貢献した団体に対して特別功労表彰を、能楽堂事業への協力等により本県能楽文

化の振興に寄与した個人に対して感謝状の贈呈を行うこととし、下記の通り式典を開

催いたしますので、お知らせいたします。 

 

 

 

１．日 時  令和４年１０月２９日（土）１３：００～１４：００ 

 

２．場 所  石川県立能楽堂 

 

３．次 第 

   （１）記念式典 

       ①開会 

       ②特別功労表彰（１団体） 

       ③知事感謝状贈呈（９者） 

        ※特別功労表彰及び知事感謝状の受賞者は別紙のとおり 

       ④知事挨拶 

       ⑤祝辞 

       ⑥受賞者代表挨拶 

       ⑦閉会 

   （２）祝賀能 

       「猩々（しょうじょう）」 

 

   ※式典に引き続き、１５：３０より記念能を開催 

    （詳細は別添チラシの通り） 

令和４年１０月２７日 

県民文化スポーツ部文化振興課 

TEL 076-225-1371（内 3852） 

担当：竹中 

   石川県立能楽堂 

   TEL 076-264-2598 



別 紙 

 

石川県立能楽堂開館五十周年記念 特別功労表彰及び知事感謝状贈呈者 

 

 

１．特別功労表彰（１団体） 

 多年にわたり、本県能楽文化の振興に尽力し、県立能楽堂の振興・発展に特に尽力した

団体を表彰 

 ・（公社）金沢能楽会（理事長：岡
おか

 能
よし

久
ひさ

（㈱能作代表取締役会長）） 

  →明治 34年（1901）に設立されてから百年以上の長きにわたり、藩政期以来の伝統を

持つ加賀宝生を受け継ぎ、その継承保存と普及振興に努めてきた。県立能楽堂にお

いても毎月の定例能や慈善能等の公演を行うほか、県が実施する「観能の夕べ」等

の事業にも中心となって出演協力を頂いており、その功績は大である。 

 

 

２．知事感謝状贈呈（９者） 

多年にわたり県立能楽堂の事業等に、多大な貢献を行い、本県能楽文化の振興に寄与し

た者に知事感謝状を贈呈 

・住
すみ

駒
こま

 幸
ゆき

英
ひで

（幸流小鼓方。（公社）金沢能楽会初代理事長として会の発展等に貢献） 

・藪
やぶ

   俊彦
としひこ

（宝生流シテ方。（公社）金沢能楽会元常務理事として「観能の夕べ」実施 

等に尽力） 

・能村
の む ら

 祐丞
ゆうじょう

（和泉流狂言方。自主事業「子供狂言教室」講師） 

・髙
たか

橋
はし

 右
ゆ

任
たか

（宝生流シテ方。自主事業「親子謡教室」「子供仕舞教室」講師） 

・佐野
さ の

 由於
よしお

（宝生流シテ方。（公社）金沢能楽会副理事長として「観能の夕べ」実施 

等に尽力） 

・島村
しまむら

 明宏
あきひろ

（宝生流シテ方、（公社）金沢能楽会専務理事。自主事業「親子謡教室」 

講師） 

・田屋
た や

 邦夫
く に お

（宝生流シテ方。自主事業「謡曲講座」講師） 

・松本
まつもと

 博
ひろし

 （宝生流シテ方。自主事業「謡曲講座」講師） 

・西村
にしむら

 聡
さとし

 （公立小松大学教授。「観能の夕べ」あらすじ執筆や解説を担当） 

 

 






